
長
崎
大
学
の
平
和
講
座
に
つ
い
て 

戸
田
清
（
平
和
学
、
教
員
） 

 
 

 
 

長
崎
大
学
教
養
教
育
（
全
学
教
育
）
科
目
の
「
平
和
講
座
」
は
１
９
８
３
年
４
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
教
員
の
な

か
に
被
爆
者
の
方
も
お
り
、
自
身
の
被
爆
体
験
も
含
め
て
「
戦
争
と
平
和
」「
原
爆
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

長
崎
の
平
和
学
・
平
和
教
育
は
原
爆
を
「
原
点
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
平
和
講
座
」
に
お
い
て
も
変
わ

り
ま
せ
ん
（
高
橋
眞
司
・
舟
越
耿
一
編
『
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
平
和
学
す
る
！
』
法
律
文
化
社
、
２
０
０
９
年
、
参
照
）。
長
崎
大

学
は
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
（
教
育
、
薬
学
、
水
産
、
工
学
、
環
境
）、
坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
（
医
学
、
歯
学
）、
片
渕
キ
ャ
ン
パ
ス

（
経
済
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
三
菱
兵
器
大
橋
製
作
所
」
の
跡
地
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
下
に
は
、
い
ま
も
被
爆
者
た
ち
の
骨
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
学
生
た
ち
は
学
ん
で
い
る
の
で
す
。
坂
本
キ

ャ
ン
パ
ス
の
場
所
に
は
、
旧
制
長
崎
医
科
大
学
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
く
骨
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
広
島
大
学
医
学
部
の
前

身
で
あ
る
旧
制
広
島
医
科
大
学
は
呉
市
に
あ
り
ま
し
た
。
呉
市
は
同
じ
県
内
で
す
が
、
被
爆
地
か
ら
は
離
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
長
崎
大
学
医
学
部
は
「
被
爆
し
た
唯
一
の
医
科
大
学
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
片
渕
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、
文
教
キ
ャ

ン
パ
ス
・
坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
爆
心
地
か
ら
の
至
近
距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
爆
地
域
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
被
爆
地
域
の
指
定
そ
の
も
の
が
い
ま
も
「
過
小
」
で
あ
り
、「
被
爆
地
」
に
隣
接
す
る
地
域
（
爆
心
地
か
ら
１
２
キ
ロ
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メ
ー
ト
ル
以
内
の
被
爆
未
指
定
地
域
）
に
住
む
人
び
と
は
被
爆
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
被
爆
体
験
者
」
と
呼
ば
れ
、

胃
潰
瘍
だ
と
治
療
費
を
助
成
さ
れ
る
の
に
、
胃
癌
は
自
費
診
療
を
強
要
さ
れ
る
な
ど
の
理
不
尽
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す

（
そ
の
是
正
を
求
め
る
「
被
爆
体
験
者
裁
判
」
は
、
２
０
０
７
年
提
訴
、
２
０
１
２
年
不
当
判
決
、
現
在
控
訴
審
で
す
）。
２

０
１
３
（
平
成
２
５
）
年
度
の
平
和
講
座
は
、
前
期
１
コ
マ
、
後
期
１
コ
マ
（
そ
れ
ぞ
れ
９
０
分
の
講
義
を
１
５
回
）
が
開

講
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
の
講
義
で
、「
被
爆
体
験
・
被
爆
後
体
験
」
が
語
ら
れ
ま
す
（
２
０
１
１
年
度
と
２
０
１

２
年
度
の
被
爆
者
証
言
の
動
画
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
平
和
講
座
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
）。 

原
爆
投
下
は
、
当
時
の
国
際
法
に
照
ら
し
て
も
米
国
政
府
の
戦
争
犯
罪
（
民
間
人
攻
撃
、
無
差
別
爆
撃
）
で
す
が
、
そ
れ

を
招
い
た
の
は
日
本
政
府
の
侵
略
戦
争
と
戦
争
引
き
延
ば
し
で
し
た
（「
招
爆
責
任
」
と
言
い
ま
す
）。
侵
略
戦
争
（
満
州
事

変
の
開
始
か
ら
敗
戦
ま
で
に
わ
た
り
「
１
５
年
戦
争
」「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
」
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
）
に
つ
い
て
の
日
本
近

代
史
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
が
、
平
和
講
座
で
は
数
回
ず
つ
行
な
わ
れ
ま
す
。 

日
本
と
ド
イ
ツ
の
敗
北
に
よ
っ
て
戦
争
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
１
世
紀
に
お
い
て
も
戦
争
は
続
い
て
い

ま
す
。
２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
米
国
な
ど
に
よ
る
侵
略
戦
争
で
し
た
。
米
軍
の
兵
員
を
輸
送
し
た
航
空
自
衛
隊
の

活
動
は
２
０
０
８
年
に
名
古
屋
高
裁
で
憲
法
九
条
違
反
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。
広
島
・
長
崎
以
降
、

核
兵
器
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
１
９
９
１
年
の
湾
岸
戦
争
以
降
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
と
い
う
放
射
能
兵
器
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
和
講
座
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
枯
葉
作
戦
（
農
薬
の
軍
事
利
用
）
や
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
な
ど
、
現
代
（
第
二
次
大
戦
後
）

の
戦
争
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
日
本
の
政
治
は
、
平
和
憲
法
と
日
米
安
保
体
制
（
日
米
同
盟
）
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
原
発
（
核
発
電
）
は
「
過
疎
地
」
に
し
か
立
地
で
き
な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
原
潜
や
原
子
力
空
母
は
佐
世

保
や
横
須
賀
の
よ
う
な
大
都
市
に
も
入
港
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
和
講
座
で
も
基
地
問
題
と
安
保
問
題
を
と
り

あ
げ
て
い
ま
す
。 
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平
和
学
は
、
戦
争
だ
け
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
６
０
年
代
に
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
（
ノ
ル
ウ
ェ

ー
）
に
よ
っ
て
、「
戦
争
と
平
和
の
研
究
」
か
ら
「
暴
力
と
平
和
の
研
究
」
へ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

戦
争
が
な
く
て
も
、
差
別
、
抑
圧
、
人
権
侵
害
、
貧
困
、
飢
餓
、
環
境
破
壊
な
ど
が
あ
れ
ば
、
平
和
と
は
言
え
な
い
か
ら

で
す
。
戦
争
や
殺
人
は
「
直
接
的
暴
力
」
で
す
が
、
女
子
割
礼
の
よ
う
な
あ
る
種
の
「
伝
統
文
化
」
や
、
水
俣
病
の
よ
う
な

環
境
破
壊
は
、「
構
造
的
暴
力
」
で
す
。
平
和
講
座
も
、
毎
回
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
構
造
的
暴
力
」
も
と
り
あ
げ
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
発
は
「
原
潜
を
陸
に
あ
げ
た
も
の
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
核
の
民
事
利
用
が
「
平
和
利
用
」

と
呼
べ
な
い
こ
と
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
明
白
に
な
り
ま
し
た
。
平
和
講
座
で
も
原
発
問
題
を
と
り

あ
げ
て
い
ま
す
。 

人
類
の
歴
史
は
、
類
人
猿
と
の
分
岐
か
ら
７
０
０
万
年
、
現
代
人
の
誕
生
か
ら
２
０
万
年
と
言
わ
れ
ま
す
。
戦
争
の
歴
史

は
世
界
で
約
８
０
０
０
年
、
日
本
で
約
２
０
０
０
年
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
平
和
講
座
は
、
戦
争
と
暴
力
を
克
服
し
て
い
く
た
め

の
視
点
を
若
い
世
代
に
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 
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